







淹の沢」への入 on は赤い消火栓 
が目印となる。邃の横には山葵田 
があり复の日差しに綠がまぶしい. 
ちょいと1本などという気はくれ 
ぐれもおこきぬように。 

欉彩：中村伸 




北秋川、淹の沢。「小岩」のバス停近くから赤い消火栓を y 印に山道へと入る。汗 
を滲ませながら1キロ程山道を進むと、大きな一枚岩を静かに流れ落ちる滝が出 
迎えてくれる。かつては鉱泉が湧き、滝の岩盤に硫黄が花模様を作ることから nj 花 
水の淹 J と呼ばれた。当時、ここで汲まれた鉱泉が風呂に利用されていたといぅ 
が、大 IE 12 年の地®により鉱泉は涸れ、今は替を忍ぶ名前だけが残る。 



艰京の滝 
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檜原村. 花水の滝 

























えくてびあんレポート 

街角のポスト展 



立川に気になるポストがある 

その ユニーク ぶりに 

つい足をとめてしまうほど 

迫ゆく人の視線を集め 

ひっそりとたたずむポストたちが語る 

暮らしの楽しみ方が 

耳をすますと 

聞こえてきそうだ 


ハウス派 
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1 人がゐて、街があります。 
あなたがゐて、立川があります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん / 



立川駅咖口の風贵。再開発が進む中に«の一群がある。ビル 
に囲まれていた時には気にかけることもなかった綵が.今は 
ぼっかりと浮き出ている B 衣々に四まれて*つ来は f . ttS の 
洋 tej とはいかないまでに家 t 土蔵に A が絡 i る S 色がコ 
ンクリートと屮し訳ないように•つ街路樹だけの街破みに鮮 
烈な印象を与える • いずれこの贵色も通去のものとなるのだ 
ろうが*駅荊にこんもりと U がめる眾奴だって捨てたもので 
はない • 再 WI 発の行き蒼く先を考えて I 立う風这である. 

WATCHING 


東風 

私佶がすっかり少なくなった0 
家炫でもそうだが•仕亊上のメ I 
ルボックスでも手»$の^紙がぐ 
んと減 r てきているょ5に思5。 
DM の®が EM 的なのは、どちら 
様も W じであろう.どうしてであ 
ろうか*ひと1 c でいえばシンドィ 
からであろう-万¥$にィンクを 
みたし* ssrM 筋を mJ £ するだ 
けでも « tnl : なつていない入には 
シンドィことである" SjrSi の*と 
<:李©の挨拶を®くのも wn てい 
ないし、その上* c 分の文^を組 
み * てなければならない •« びの 
技拶にも結構 • 氕をつかうもので 
ある。用件だけなら、フ T クシミ 
y がある**3ンピユーターで「通 
® J をす.〇ことも出) 1 C る*「手紙」 
などという通 fe 方法は•もう時代 
尨れなのであろうか ♦文字 iifB ょ 
りも手^<できるの IU15 .」 で.* 
ろう*接通の屯^では足りないら 
し-^携 ilrwwsi - が i りである。 

S 入«店で •!& きながら • g 中を 
走らせながら•周辺の itJS なんぞ 
は何のその•携银«达のお油りで 
ある4(¢利なものが流行る、^々 
前といえば^ r り m の活であ6 ♦だ 
が•少饮ながら 「f 紙派」がいな 
いわけでもない*手紙を出すのは 
曲抑でも、受取るのは犋しいもの 
であろラ。他のどんな通 ef- 段に 
もない大きな魅力がある • 魅力が 
あまりに大きす y て，現代人には 
tt えなくなつてIま r たので*ろ 
うか 4 え<てびあん宋佶受けて 

pc ^ l /. い 

in) 龙田鷂男年曲^一 十釤和〇屮杉_史 
鵰川 ! 1名 CIfKm 19綷壬仏町曲敏 | 

山 nM+ e 尊13かこ 
0 ^ 真)天 B 3 t 男板 •f 1 F _±«|治 

ス少ジ Jr ***9 中 H _ £嫩拿乎 
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フアンタジ 
ックな今^の 
び gj I允 作品は®!家と 

R ^ . rfB r l して— 
3^5油 atox 田 かたゎら* T 
LiilliS r 择 by 供たちに4 

を教ぇている t いう田^^さんの 
作品•武 «野 *術大学を卒装後 • 
油絵を描き较けて現在は AJAC 
(画家組合 > 代表•眼に ft ぇない 
ものや形にならないものを描いて 
ゆきたい t いう田中さん •riall w 
る入のその時の心境を IRrttt のだ 
から®名なんてなくてらいいんで 
す" flrtl に想 m L て a しい j と：訪 
りペ戰 卞 や災害があったら： s なん 
て何の役に t たたない」 it いう • 
体みの n には 野 山を少く • n 的を 
作らずされいな«色に出会つたら 
菟审を 降りて歩いてみるがず 
力まず*日々を〇然体で送る•マ 
イぺースで歩み•独自の视点でも 
のを%ていくとこ<から * m 中さ 

U ないだろうか。 



«ばかりの 梅 ^]も終り、.5£汴み 
の 子供たち u 7 t 5\ に 走り Irn つてい 
ます • 8 c :* f ? ちに i つた オリン 
ビックの熱い敉い t 、 どぅやら今 
年の-*さに一役 H つてい るょラで 
す = A 如苑では今 n も ff 様のお越 
L をお恃ち t ております•涼 L い 
ひ tt きをお®ごし下さい • 

■:= 時8月 19 nra 

2 時〜4時 

■肿本啓 • KiQI 卞物 te をはじめ t 

して映 N など盛りだくさんの用& 

がしてございます ■ 

■お 中1込みは「えくてびあん* 

コンパニオン」<本泛を手拽して< 

れた人) へ。 


ちようど一年 flif の95 年4 月， H 本絲济 WW の夕 TII で夕 
ゥン达を 連に一冊 づっ 2 i 介す る コーナ 1-» 街、 说み歩き」 
がスタ—卜した•私を含む生活 家 lg 部の記者 ft 人が*代 
で 取 W す sn ラムだ*ヮ—キングゥーマンや官庁などが 
対 * の通常の取れと ii い、ミニ n ミとその： am 者という， 
サイズは小さい t ののメディア ffl 手の 取 W である • 

編 m 反たちと話し込んで®じたのは、技く K いている 
ミニコミには • 統 いただけの 理由が在る t いう* 搔 めて 
単 H なことだった • 

はとんど商店街のチラシのような 体 栽のミーーコミ t. 
地：* の » 史に対する fes? に 考趾学 的な se 事し か 故せ ない 
方針のミニコミも、それぞれ 地域の yi 右の心に 存 A がビ 
ルトインされているのだ•ビルトインされなかった ) i a: 
U54 器 •次いでスポンサ—に 兒« られ•消ぇていく 市町 
村の広银 B でもない 限 今、サバィバル®争は大 « ならの • 
生き残りのポイントは K 者の心の中に一定の位 S を占め 
られるかどうかで ある* 

かくVフ私にも一下 年 近く前の热校時代、 熟 烈に 投稿 
を li 〇返していたミニコミ誌があった•当時•北 関束の 
高校 牛だった私に t って、そのミ•一 n ミ誌に友人のうわ 
さ话やコントといつた )I 文が 松る ことは# 常な g a だっ 
た。これは W 級 生たちにも共通していた•ブ a の！*生^ 
に， C 分の持ち込んだ tfi 報が価 fA ある i のと 判断され る。 
それがよかったのだ* 高校と いう B* 的システムの 内側 
から外に向けて伸ばした手を，！ sm 名がにざり 返 L てく 
れた锿Iさといぇるだろう- 
私たちとそのミニ n ミの 振集部は 誌面を通じて同じ方 
向を兄ていた。やづと-1ポパイ」 r ホットドッグブレス」 
が出始めたばかりの当時’そのミニ n ミは 都会に 比べて 
大！2に迎れていた若右のフアッシ3ン总璇や遊びのスタ 
イルにカツを人れようと ffi /t にその 特 m を ^厶 でい 

k 


た"今思ぇば，骓丈が苔い|«:代の»きを？？：^くなっ> 

きている 現 ft の 來姑 では* まず|£ 立しないコンセプトの 

达面だった t 思う- 

しかし，*” ニー R ミと 4 IL PTI *: の^ 晚 «:かか ftc sl Altr い 

た 密 H ffi 係は、今の時代ではなかなか成立 I ないのでは 

ないかと思う"なぜなら•みながメディアを«てる時代 

がスタ|卜してしまったからだ。パソコンとモデム、苽 

Si さえあれば' ミニコミやマス n ミなどメディアの手を 

{& りなくても，バソ j ン li fe - やインターネット lilh で' 

t にかく ffl 報を 発 to する ことはできる むず か I い 轵 

■ li ,- n t ; 取揄遘択されることもない* ホームべ— 

あげてい6 仲問 tt 人でリンクを 張れば•維 a £ のような ？ H 

IU 1 も 油 中に出米て I まう • 

では*これからの 時 ft のミ- 1 n ミはどう * わるのだろ 

う，上 氷 庭にパソコンが入るの t :& わせ、ホ—ムぺ—ジ形 

式で K 取を インターネットに « せる方!* , 1]がまず 暫え られ 

る-お 半 寄りの S いた W 丄の歴史に閔する 随苹 が、 ネッ 

卜で Hl : rr を流れるのも恶くない ♦ 

L かし、 取：；？ で出会った！ 2 I && たちの. t くは、こう t 

たぢ⑹に否$的だった"「かばんに入れて持ち歩けない」 

『ビデオ 縢， ti だって a とんど残 っ ていないのに « 子 ？ i 誌 

がよまれる a ずがない」な f の卢が代 衣 だ，しかし ， "S 

も妹らが! B 念していたのは • «矩 者が 誌® にかけている 

思いが、; ^ c - n に伝わらないのではないか•という 疑問 だ 

ったように思う • S らくその思い入れこそが' 私が1¢校 

時代に®じていた WK 者の手のぬくもりの正体だ • 

私が 投 ffi を^ り返したミニ n ミ达が今も ^ <>ているか 

どうか U 6 からない•北 M 取の その街でも、 Is 投生の 制 

服 も- - i : 1め W からスマ—卜な紺ブレに $ わり、かつての m 

fr つばさは失せている。 昨年 生まれた私の - f どもは •私 

が持つたような 地 »- m 部との 間 係を•どこで 味わう こと 

になるのだろうか* 
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| *5 T 六 Tn «. 在所"：！； T をとめ 

て. a なければ件 iA の交番としか眼 

に写らないこの駐在所1;•大久保 

S さんが? ffl したのが平成7年の 

2 C ■以來，来族と共にこの社在 

所を守つている • 

立川 W 寮»に £ Kl : なつてから 

ft ぇると iis で10年になる大久保 

さんは -« 駐在になるなら、10¥問 

兄较けて來た立川で」と現在の駐 

在所1:肴任•担玛地区の住 1 S が安 
心 I て生活を送れるょうに；^23の 
アィデアで取り紐んでいる。 

その I つが、1駐在所だょり j 

という手作り新岡「社在所の什事 

はまめな自分に*つているんで 

す」と^うだけあつて、手作り K 

P 51 にも細やかな ' 0K りが A ぇる* 

のところ•地区の発行物の li とん 

どが供1¢さ。•緒に祐！•小梅に張り 

出される t •違和®がある*それ 

ならば t 、 手作り新 W は撗逬きに 

された • 

«浆の一€1として«在所を兄学 


に訪れる小学生には自ら li をまさ 
ft てた糾®を！？9瞭に持たせる • 

皮いことをしていれば校 fi 先生に 
「朝礼で褒めて*げて下さい」と 
屯話を入れる* &雔に*つたバィ 
クが兒つかつたときには*きれい 
にして油をさ L « ち主に返して茗 
ばれた*「もし自分のパィクが•ホ D 
ボ n になつ て返 >• て米たら 」 と待 
ち主の 51 待ちになつてのことだ • 
地区内を巡间すれば«搔的に住 
Kl :;^ をかけて いく。 そんな小さ 
な稍み承ねから间じ地域住民とし 

て_大久保さん〃と名 H 5 で呼んで 

もらえるよラになつた•「辛いの 

は•声をかけてくれた人の名前が 

出て米ない時で - rJ という大久保 

さんの m 当21域はおよそ 二 千七百 

此带，約一万人が住む住宅密集地 

R •なかには声をかけ合うような 

人とのつながりを^ばない入もい 

るとい ラ •「淋 I いこ t ですけ n 

ど•だんだんこの辺りも部^:£<: 

なつてきているんですね」と站る。 

IfljHnt してではなく、«族 t 

l ts にこの土地に e らしている tt 

4さんとわかれば兒る cut かわり • 
親しみもわいてくる“「大久保さん 
t して挟 tti をしてもらえるように 
なれば•その人はここで絶 H に* 

い事をしないですよ」 t 3 い切る* 

人と人とのつながりの中から fli31 ? 

を起こさせない«飧を つくつ てい 

<* 取り^まるだけが駐 A さんの 

(1恭ではない。 

K 在所の W にある蛏は•きれい 

1: 刈り込 in た芝牛が目をひく" 

「社 (1 E 所の仕事は e の f - 人れ tISJ 

じで、まめに1てぃかなぃとすぐ 

に tl 率が生えてくる**03地の人に 

ぢ1111うんです，されいに*んだ0 


転中は盗まれないから0紜枣35塌 
をき n いに保つよう {: • #. 然とし 
ていれば自然に盗んでやろうかと 
いラ^になるんです j とも！ S る U 
住民との M 係をつねに fi かぃ血の 
かよった b のにしていれば *. SLfs 
に維苧は少なくなっていく • 

1 今は t C と時問があればと思 
いますね■やりたいことはたくさ 
んあります 』 と熱つばく is る•先 
H は地元の*; g 仝に铥祭の騎馬隊 
をよんで住民の人たちに1?ばれた • 
「どんな人とも目探の岛さを Ini 

じにして av すれば、必ず話を W 1 

いてくれます J 本当1:相手の*場、 

住民の立埸に立ったときには•お 

のずとするベ 4 t > ことが兒ぇてくる • 

それは地域住民として1»:-1:«らす 

駐在さんだからこそでき6ことの 

ようだ • 

約•一千部発行の『駐在所だより J 

も坳所によっては一钎ぃっけん^ 

いてボストに入れて行 <• たくさ 

4の人に駐在；所の rf 在を知っても 

らうためでもあり•また驻在さん 

が¢3つてくる地域となれば•犯* 

の仰 IK 効果にもつながるからだ" 
「いってみれば作りの新 W 1 で 
安全を E 連していることになるん 
です」という大久保さんは1 S 後に 

「やるからには他の人には fl けた 

くない • ：：：本-の駐在所をめざ L 

ます」と結んだ* 


さい r - L w J 琪 て 

& VI 几 ひ 4 m 


のた锌り 


-.さ 


} 史い se あ Jf-i 两正 

1 J —• I kr. •1 t __ 


妊 fll 

物て 


JE 歴てのが 

T 2" ■せ w 纪 

ハ妃介物に行 r び 

打槭紹注中三は达_ 

ボ木でのの段ろおす 

A •中川述下こ•ま 

号の立^文とたき 

H J ゾる本る I 

先冊本す，，あで 

三た ra たとり 
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新連載 


立川©§虫嚭 



絵•文中西章(若菜 E 


【アブラゼミ】 

カメムシ目セミ科 


立 川のセミでは樊の数。毎年70:20 見 刖 
後から9月下：？®まで成虫餐蠢が W られ 
る。サクラ、ケヤキ、ナシ SH 4 美に好み、 
幼虫{中の根で、成虫は幹で樹の：吸 
ぅ。卵から成虫になるまでを要する。 
セミ：^^ ST か棟によって決まっていて、 
アブラゼミである。街灯のそばでは 
夜で^®いてい 备 がある。 天敵が多く、土 
中ではモグラに、^ H では、とり、クモ、力 
マキリなどに一^される。嗚キ系は、ジリ、 
ジリ、ジリ、と、いかにも S そ、 っ。 











